
平成31年度・令和元年度シラバス（理科）     学番６ 新潟県立新潟東高等学校  

教科(科目) 理科（生物基礎） 単位数 ２単位 学年(コース) 1学年 

使用教科書 数研出版『改訂版 新編 生物基礎』 

副教材等 数研出版『四訂版 リードLightノート 生物基礎』 

 

１ 学習目標      

 基本的な概念や原理・原則を理解させ、科学的な見方や考え方を養い、日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現 
象への関心を高め、生物学的に探求する能力と態度を育てる。 

 

２ 指導の重点 

 

３ 学習計画                              

月 単元名 教材 学習活動（指導内容） 時間 評価方法 

４ 序章 生命の探究 
 

教科書 
問題集 
 
 
 

・生物基礎で学習する内容の概要を把
握するとともに、探求活動とは何かと
いうことについて理解する。 
・生物に学習において欠くことのでき
ない顕微鏡の使い方を習得する。 

２ 定期考査 
実習レポート 
授業への取り組み 
 

第1章 生物の特徴 
１．生物の多様性と共通性 
２．代謝とエネルギー 
３．光合成と呼吸 

・生物学を学習する上で重要な視点で
ある生物の多様性と共通性について理
解する。生物は多様であることで命を
つなぎ、多様な生物にもさまざまな共
通性があること、その共通性は共通の
起源をもつことに由来することを学習
する。 
・酵素のはたらき、光合成と呼吸の学
習を通して、生物が代謝によってエネ
ルギーを得ていることを学習する。 

 
３ 
４ 
４ 
 

５ 

６ 
 

第2章 遺伝子とそのはた 
らき 

１．遺伝情報とDNA 
２．遺伝情報の発現 
３．遺伝情報の分配 

・遺伝子の本体である DNA について、
構造および遺伝情報はその塩基配列に
あることを理解する。 
・転写と翻訳の概念から、生命現象に
おいて重要なタンパク質の合成につい
て学習する。 
・遺伝情報は正確に複製されて受け継
がれること、それぞれの細胞ではすべ
ての遺伝子が発現しているわけではな
いことについて学習する。 

 
 
４ 
４ 
４ 

７ 
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１０ 第 3 章生物の体内環境とそ
の維持 

１．体内環境としての体液 
２．腎臓と肝臓による調節 
３．自律神経系と内分泌系

による調節 
４．免疫 

・多細胞動物の体内の細胞にとって、
環境（体内環境）である体液がいかに
してほぼ一定の状態に保たれているの
か、また体内でどのようにはたらき、
どのように調節されているのか、循環
系・腎臓と肝臓・自律神経系・内分泌
系について学習する。 

 
 
４ 
４ 
５ 
５ 

１１ 

１２ 

 ① 生物の多様性と共通性をさまざまな角度からの視点で体系的に身につけ、現存している生物は起源を共有していること

を理解できるよう指導します。 

 ② 多種多様な生物や生物現象についての観察、実験などの探求的な活動を通して科学的な事象の解明方法を習得すること

を目指します。 

③ DNAなど現代生物学の基盤となる内容、ホルモンや免疫など健康に関わる内容、生態系など環境の科学的理解に資する内

容などを学ぶことを通じて、この科目で学習した内容が日常生活や社会と関わりがあることを示し、生物や生物現象へ

の関心を高めるよう指導します。 



第4章 植生の多様性と分  
    布 
１．植生とその成り立ち 
２．植生の移り変わり 
３．気候とバイオーム 

・植生について、その構造や遷移のし
くみについて学習する。 
・地球上ではさまざまなバイオームが
見られること、どのようなバイオーム
が分布するかはおもに気温と降水量に
よって決まることを世界と日本のバイ
オームをとりあげて学習する。 

 
 
４ 
４ 
４ 
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２ 第5章 生態系とその保全 
１．生態系とその成り立ち 
２．物質の循環とエネルギ

ーの流れ 
３．生態系のバランスと保  
  全 

・生態系の成り立ち、生態系における
物質循環とエネルギーの流れについて
学習する。 
・生態系はバランスがとれているが、
人類によって大きく影響を受けている
ことなどを身近な例から地球レベルの
環境問題まで学習し、自然環境の保全
の重要性を理解する。 

 
２ 
３ 
 
４ ３ 

                                  計６４時間（５５分授業） 

４ 課題･提出物等 
・各単元内にある探究等についての課題の提出を求めます。 

・実験を行った際には、実験レポートの提出を求めます。 
・長期休業中の課題は別途指示します。 

 

５ 評価規準と評価方法 

評価は次の観点から行います。 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

・習得した知識や技能を活用

し、探究できる。 

・自然や生物に関心を持ち、

意欲的に授業に取り組むこと

ができる。 

・実験・観察の方法や結果に

対して自ら判断や考察ができ

る。 

・単元ごとの内容を関連させ、

総合的に理解し、導き出した

考えを適確に表現することが

できる。 

・実験・観察の方法や実験器具

の操作を理解し、正しく操作す

る能力を身につけている。 

・生物学における原理法則な
どの基本的な知識や考え方を
身につけている。 

以上の観点を踏まえ、 

・授業への取り組み（授業態度、探究活動への取り組みの様子、学習活動への参加状況など） 

・実験レポートなどの提出物の内容 

・小テストや定期テスト 

 などから総合的に評価します。 

 

６ 担当者からの一言 

 授業に集中し、ノートは後で見返して理解できるように図や用語の説明を加え、自分なりに工夫しましょう。 わからないこ
とは積極的に質問し、自分で調べ、演習問題は何度も繰り返し、基礎となる用語などはしっかり身につけるよう努力しましょう。     

（担当：石 坂）                       

 


